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挨拶して研修会が
始まった。
　「福祉なんでも
相談事業の現状
と取組み」につい
て、谷内英明県ラ
イフ・サポートセ
ンター事務局次長
が、相談者の抱え
る問題の解決に向
けた相談アドバイ
ザーのネットワー
ク体制の説明と最
近の相談内容の傾
向について報告し

た後、宮下亮労福協専務理事から相談窓口を地
域へ拡大する提案を説明がされた。これを受け
て「相談員の体制、研修、設置場所等はどうす
るのか。」との意見に対し「相談窓口の設置は加
賀・能登・金沢とした拠点
的なものとするほか具現化
に向けて研修の実施と体制
整備などを行っていく。」と
まとめた。
　続いての講演では、「い
しかわ子育て支援財団の婚
活支援などの取組みと現状
などについて」いしかわ子
育て支援財団の中田専務理
事が、「少子化対策として、
プレミアムパスポート事業
等を子育て世代の支援とし
て行ってきたが、婚姻率を
高め出生率を高めることも
必要であるとの考えで、未
婚者に出会いの場や縁結び
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地域に貢献できるライフ・サポートセンターに向けて

　県ライフ・サポートセンターは、８月７日（火）
小松市粟津温泉において、第５回ライフ・サポー
トセンター幹部研修会を開催した。

　この研修会には、各地域
ライフ・サポートセンター
の会長・事務局長、北陸労
働金庫石川県本部、全労済
石川県本部、連合石川の各
団体から合計 29 名が参加
し、地域に貢献できる活動
や労福協 50 周年・ライフ・

サポートセンター 10 周年の周年事業の取組み
について協議した他に、中田久いしかわ子育て
支援財団専務理事の講演、事業団体の取組みに
ついての報告を受け、全体を通して活発な意見
が交わされた。
　狩山久弥労福協理事長が「本年度の最大課題
は、労福協の一般社団法人への移行を進めるこ
との他、これを機に更に事業の公益性を高めて
いくことにある。今後とも労福協・ライフ・サ
ポートセンター活動への理解と協力を願う。」と

狩山久弥理事長

宮下亮専務理事

谷内英明
県LSC事務局次長
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ist を通じたお見合などに
より結婚に繋げる取組みを
実施している。」と事業の取
組みについて紹介された。
　これを受けて「労福協の
婚活支援事業と今後の取り
組み」について、宮下専務
理事が昨年 11 月と去る７
月に開催した婚活パーティ
では、合計８組のカップルが出来たことや反省
点などを説明したほか、今後も 30 歳代の働く
男女を対象として実施していくことを提案し
た。
　労福協、ライフ・サポートセンターの周年事
業の取組みについては、上野貞彦労福協事務局
長が「労福協 50 周年事業として①記念講演会、
②記念植樹、③ボランティアコーディネーター
の養成支援、④救急救命講習の開催、⑤書き損
じハガキなどの収入による募金活動、⑥記念誌
発行を計画していることと、ライフ・サポート
センター 10 周年事業としては『行動する』『地
域に貢献する』をキーワードに事業を実施され
たい。」と説明した後、最初の節目として 10 周
年を捉え、式典やボランティアとして活動に貢
献してきた方を労う機会などが必要ではないか

との質問が多数あり、地域貢献事業に連動した
場での式典開催などとすることが申し合わされ
た。
　事業団体からの課題として、北陸労働金庫石
川県本部から掛場誠一担当部長が「労金運動承
継活動と住宅ローン金利引き下げ」について、
全労済石川県本部から鈴木正美専務執行役員が
「東日本大震災・全労済の取組みと今後の課題」
についてそれぞれ説明がされたほか、利用の拡
大について支援と協力を求めた。
　最後に嶋垣利春労福協副理事長が「労福協活
動、ライフ・サポートセンター活動がそれぞれ
節目を間近に迎え、更なる充実した活動となる
よう理解と協力をいただきたい。」と締めくく
り、活気を帯びた研修会を終了した。

（８月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

 8 月 30 日 木 勤文協　第 41 回絵画陶芸展（～９月２日） アートシアターいしかわ

 9 月 13 日 木 第 42 回全国会館協議会総会・研修会（～ 14 日） 神奈川県足柄上郡

 　　21 日 金 東日本大震災復興視察及び交流会 ( ～ 23 日） 宮城県仙台市周辺

 　　26 日 水 中部会館協第１回幹事会 富山県

 　　28 日 金 金沢 LSC　出会いの広場 金沢スカイホテル

 　　29 日 土 金沢 LSC　ろうきんフェスタ 2012 産業展示館２号館

10 月 1 日 月 県議員団懇談会、金沢近郊市町議員団懇談会 フレンドパーク石川

　　　3 日 水 国際協同組合年　石川県大会（仮称） 地場産業振興センター

　　　4 日 木 地方労福協・事業団体合同会議（～５日） 東京都

　　　7 日 日 芋掘り交流会 金沢市粟ヶ崎（五郎島）

 　　10 日 水 県 LSC　第 10 回福祉グラウンドゴルフ大会 金沢市大和町「大和町広場」

 　　12 日 金 加賀地区自治体担当者懇談会 小松市

　 〃 〃 小松・加賀市議員団懇談会 小松市

 　　15 日 月 能登地区自治体担当者懇談会 七尾市

　 〃 〃 能登地区市町議員団懇談会 七尾市

これからの行事予定

中田久いしかわ子育
て支援財団専務理事

質問に立つ地域LSC幹部
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第３回理事会

事業団体連絡会議

　石川労福協は、８月 22日（水）午前 10 時から
フレンドパーク石川で第３回理事会を開催した。
　理事会では、狩山久弥理事長が本年度の重要
課題である一般社団法人への移行に向けた取り
組みの提案に十分な協議をされたいと述べた。
　一般社団法人への移行については、同法人へ
の移行認可申請に必要な定款改正及び関連して

　石川労福協は、
北陸労金石川県本
部、全労済石川県
本部、労信協、生
協連、勤体協、勤
文協、さわやかＵ

とで構成する本年度第１回目の事業団体連絡会
議を８月 24 日（金）にフレンドパーク石川で開
催した。

一般社団法人への移行及び50周年事業の具現化へ

2013（平成２５）年度の自治体要請行動を協議

県ライフ・サポートセンター、ろうふくきょう・子育てネット 協賛/金沢地域ライフ・サポートセンター

役員体制、報酬基準、臨時総会の開催、予算書
の変更についてそれぞれ提案があり、中でも、
法律に基づき法人のあり様が変わることから、
手続き上必要な事項を新たに定款に加えなけれ
ばならない点があることで質疑されたものの、
ほぼ提案どおりの変更が確認され、申請に必要
な事項について承認され、申請に向けた取り組
みが前進した。
　また、労福協 50 周年事業については、実施
事業の検討をしてきた実行委員会がまとめた①
記念講演会、②記念植樹、③災害時支援のため
の各種講習、④募金活動、⑤記念誌発行を夫々
実施することが提案・承認された。
　さらに、例年どおり、労働者等の福祉向上に
必要な政策制度事項などを県内自治体に対し要
請していくことが確認された。
　このほか、福祉グラウンドゴルフ中央大会の
開催や中部労福協研究集会への参加についてな
どが確認され、理事会を終えた。

　会議は、関係団体から６名が参加して開かれ、
予め各団体から提出された「来年度に向けた県
内自治体に対する要請内容」や、行動日程につ
いて、それぞれ協議検討した。
　特に、政策的な要請については、労働者等の
食の安全、安心、そして健康に生活できる社会
づくり、再生エネルギーの導入促進など、より
充実した内容となるような意見が出されるな
ど、活発な協議が交わされた。また、昨年度の
要請行動結果により、各団体における自治体要
請にかかる課題等も討議された。
　次回は、この会議の意見等を集約・調整して
要請書（案）を取りまとめることとした。
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「ぶどう狩り婚活」で出会いを提供
　労福協「ろうふ
く“むすび ”ネッ
ト」は、２回目の
婚活イベントと
なる「ぶどう狩り
婚活」を７月 28 日
（土）加賀市分校町

の「ぶどうやさん西村」において開催した。
　県内在住の 30 歳代の働く独身男女を対象に、
今回は男女各 20 名を募集したところ、83 名も
の応募があり、抽選で選ばれた男女それぞれ
20 名が参加した。
　今回の婚活イベントは体験型スタイルでの開
催とし、ぶどう園が隣接する野外の開放的な会
場で「ピザ作り」や「ぶどう狩り」を中心に、男女
ともに気楽に会話ができる和やかな雰囲気で行
われた。
　当日は快晴で日陰に居ても暑かったが、参
加者達は「ぶどうやさん西村」自家製のぶどう
ジュースや摘みとったブドウに手作りピザを美

味しく食しなが
ら、お目当ての異
性に熱心にアプ
ローチするなど開
放感のある会場か
らか、終始和やか
な雰囲気が感じら
れた。
　意中の相手を書いたカードを出した後のマッ
チング発表を待つ間、自家製ソフトクリームで
クールダウンする一方、お楽しみ抽選会で盛り

上がり、最後の
カップリング発表
で３組のカップル
が誕生して終了と
なったが、カップ
ルとならなかった
男女間でメールア
ドレスを交換する

など、名残惜しみながら帰路につく姿が伺える
和やかな婚活行事となった。

担当　紙谷加奈子

ピザ作り

ぶどう摘み

オープニング
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食とみどり水を守るいしかわネット

県勤労者共済生協第57回通常総代会、全労済石川県本部第３回代表者会議

　７月 27 日（金）金沢市西念
の労済会館において、石川県
勤労者共済生活協同組合第
57 回通常総代会と全労済石
川県本部第３回代表者会議が
総代 175 名（委任状・書面議
決含む）の出席で開催された。

　初めに、中村栄一理事長は、「昨年３月 11 日
の東日本大震災の被災受付を引続き広く呼びか
け、被災された組合員の最後の一人まで共済金・
見舞金の支払いに努めていきたい。また、事業
推進態勢の再構築が連合石川・協力団体の協力
で進められた。」と代表挨拶をした後、石川県、
金沢市、連合石川、労福協、全労済中日本事業

本部からの来賓が祝辞を述べ
た。
　総会審議に入る前に 2011
年度の優秀団体として、３部
門で計 11 団体が表彰された。
　2011 年度事業報告では、
鈴木正美専務理事が、こくみ
ん共済をはじめとする新規契約の減少や解約、
失効の増加で契約口数が約 74 万口、契約件数
が約１万件、期首よりも減少する厳しい状況と
なった一方、自然災害共済は目標達成となった。
給付状況では、昨年度より件数で 209 件、共済
金では約 160 万円の増加となった。さらに、石
川共済施設事業は５期ぶりに黒字なったことを
報告した。
　2012 年度事業計画では、業務の革新による
業務品質の更なる向上と共済事業での 39.9 万
口の純増目標が提案されたほか、全ての議案・
付議事項が満場一致で可決承認され 2012 年度
の活動がスタートした。
　また、総会では、国際協同組合年に因み、全
労済理念の「みんなでたすけあい、豊かで安心
できる社会づくり」のもと、運動・つながりを
強化していくことを提唱し閉会した。

　食とみどり水を守るいしかわネットワーク
は、７月 29 日（日）羽咋市千里浜海岸において、

「ふれあい漁業　地
引き網体験（海洋資
源現地学習会）」を開
催した。
　当日は、猛暑が続
く中でありながら、
網を引き揚げる最中

は過ごしやすい天候に恵まれ、
参加した親子連れなど約 130 名
が力強く網を引き揚げた。
　この時期には珍しく、網には
大物のスズキが 10 本、コゾク
ラ、コハダ、アジ、キスなど大

漁で、子どもらは
大はしゃぎで喜ん
だ。
　その後、網元の
漁師から魚の種類
が説明され、普段
見ることの少ない

生きた魚を前にうなずく様子が見られた。
　獲れた魚は、実行委員が刺身や切り身に捌き、
近くの浜茶屋で行われた参加者交流会で食し、
海のもつ豊かさを実感
した。また、子どもら
は水着に着替え、目の
前の海岸で遊泳し楽し
い夏休みの一日を過ご
した。

中村栄一理事長

鈴木正美専務理事

懸命に網を引く子どもら

狩山久弥代表 魚捌きも鮮やかな船塚幹事

大漁！大漁！
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金
沢
市
営
専
光
寺

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
若
松
梱
包
運
輸
倉
庫　

②
安

原
ク
ラ
ブ　

③
浅
井
栄
春
堂
、

石
川
ト
ナ
ミ

第
46
回
県
勤
労
者
秋
季
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
８
月
26

日
・
小
松
総
合
体
育
館
）

◇
男
子　

▽
単
①
辻
花
孝
博
②

高
橋
③
綿
谷（
以
上
小
松
協
会
）

関
野（
大
吟
醸
ク
ラ
ブ
）　

▽
複

①
塚
本
圭
治
・
森
吉
佑
介（
Ｉ

Ｂ
Ｃ
）②
徳
坂
・
吉
岡（
金
沢
市

役
所
）③
田
上
・
橋
爪（
宝
機
械

工
業
）岸
・
樫
田（
コ
マ
ツ
）　

▽
40
歳
複
①
坂
東
陽
月
・
村
井

礼（
ば
ん
ど
う
歯
科
医
院
・
大

吟
醸
ク
ラ
ブ
）②
中
川
・
廣
村

（
津
幡
ク
ラ
ブ
）③
中
島
・
丹
羽

（
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
）寺
田
・
吉

川（
千
坂
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
）

◇
女
子　

▽
単
①
越
野
佳
代

（
勤
体
協
サ
ー
ク
ル
）②
薮
越

（
オ
ー
ル
エ
イ
ジ
）　

▽
複
①
表

佳
菜
・
薮
越
あ
か
ね（
オ
ー
ル

エ
イ
ジ
）②
前
田
・
瀬
川（
津
幡

ク
ラ
ブ
）③
平
川
・
奥（
小
松
協

会
）長
野
・
小
西（
同
）

第
46
回
県
勤
労
者
秋
季
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会（
８
月
26
日
・

小
松
市
末
広
コ
ー
ト
）

◇
個
人　

▽
男
子
①
秋
野
敬

済
・
多
造
弘
之（
小
松
Ｓ
Ｔ
Ａ
）

②
瀬
戸
・
池
田（
小
松
Ｓ
Ｔ
Ａ
・

コ
マ
ツ
）③
荒
谷
・
西
出（
荒
谷

商
店
）霜
下
・
橋
爪（
同
）　

▽

女
子
①
芝
幸
子
・
井
上
芳
衣
②

青
木
・
米
沢
③
木
村
・
西（
以

上
ふ
た
ば
ク
ラ
ブ
）桶
谷
・
角

野（
松
ぼ
っ
く
り
ク
ラ
ブ
）　

▽

シ
ニ
ア
①
藤
原
宏
章
・
徳
田
三

喜
夫（
コ
マ
ツ
）②
大
杉
・
尾
田

（
つ
る
ぎ
ク
ラ
ブ
）③
福
田
・
蔵

（
コ
マ
ツ
）

◇
団
体　

▽
男
子
①
小
松
市
Ｓ

Ｔ
Ａ
②
荒
谷
商
店
③
コ
マ
ツ　

▽
女
子
①
ふ
た
ば
ク
ラ
ブ
②
松

ぼ
っ
く
り
ク
ラ
ブ
③
津
幡
町
協

会


